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第１章　　産業振興ビジョンの基本的な考え方について
１．策定の目的

わが国の経済状況は，国内では，人口減少社会の進展や消費需要の縮小，国外では，金融不安，ＴＰＰ
や円高問題，新興国の台頭などの様々な不安材料があり，本市産業に与える影響が懸念されます。

こうした国内外の社会経済状況の変化に適切に対応し，本市産業の持続的発展，地域産業の充実・強化を図るため，第一次産業から第三次産業までの産業全般にわたる戦略的な中長期的ビジョンを策定し，「農・商・工・観の各産業の基盤強化」，「高い成長力と先端性を有する産業の振興」に取り組みます。
２．ビジョンの位置づけ
「第５次宇都宮市総合計画基本計画」の政策の柱である，「市民の豊かな暮らしを支える活気と活力のある社会を築くために」の実現に向け，本市の産業を新たなステージに飛躍させるため，今後１０年間の産業振興を戦略的に推進する上での方針とします。
本ビジョンの計画期間は，平成２４年（２０１２年）度から平成３３年（２０２１年）度までの１０年とします。なお，社会経済状況の変化に対応するため，必要に応じビジョンの見直しを図ります。
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第２章　　社会経済状況の動向
１．国際的な構造変化や社会経済環境変化に対応した施策の推進
　　　
経済産業省の「産業構造ビジョン（2010.6）」において，成長市場は，国内・先進国から新興国へ移行しており，積極的なグローバル化と世界水準のビジネスインフラ強化による雇用創出が必要としています。

　　　また，今後の対応方向性として，アジアにおける所得弾力性
の高い産業，炭素生産性
の高い分野，少子高齢化による市場拡大分野という観点から，「インフラ関連／システム輸出」，「環境・エネルギー」，「文化産業」，「医療・介護・健康・子育てサービス」，「先端分野（ロボット・宇宙等）」を戦略５分野に位置づけ強化していくと示されています。
（参考）戦略５分野の就業者数の試算
	戦略５分野
	2007年
	[image: image22.emf]
	2020年（増加分）

	インフラ関連／システム輸出
	約9.8万人
	
	約28.5万人（＋18.7万人）

	環境・エネルギー
	約29.9万人
	
	約66.1万人（＋36.2万人）

	医療・介護・健康・子育てサービス
	約211.8万人
	
	約325.2万人（＋113.4万人）

	文化産業
	約299.7万人
	
	約326.1万人（＋26.4万人）

	先端分野
	約56.7万人
	
	約119.9万人（＋63.2万人）


２．新たな需要と雇用創出に着目した施策の推進
経済産業省の「新成長戦略（2010.6）」では，観光や農林水産業を中核産業とした付加価値の創出など地域活性化の戦略がまとめられ，「未来開拓戦略（2009.4）」では，産業振興分野として「魅力発揮」（農林水産業，ソフトパワー，観光，人材，IT）や「健康長寿」（医療，介護，少子化対策）といったテーマが施策の柱に位置づけられています。
　　　また，中小企業庁の「中小企業憲章（2010.6）」では，一次産業関連や健康・福祉，情報通信技術関連分野などを，今後の日本を支える成長分野と捉える方向性が示されています。

　　　さらに，環境省では「緑の経済と社会の変革（2009.4）」において，地球温暖化対策や循環型社会構築，自然共生の取組は世界共通の課題であり，環境関連事業は，長期にわたり継続的な需要が発生することが見込まれ，雇用が創出される分野とし，環境と経済をともに向上・発展させる取組の重要性を示しています。
　　　このほか，経済産業省における「産業構造ビジョン（2010.6）」では，産業の「グローバル競争力の強化」と「国内雇用」を両立させるための最も重要なポイントとして，我が国の「人材力」の強化をあげており，(1) グローバル高度人材
の育成・呼び込み， (2) 産業再編・棲み分けに伴う労働移動の円滑化 ，(3) 現場人材の育成，(4) 中高齢者の「第二の人生」促進などの雇用政策のみならず産業政策の推進も必要不可欠としています。

３．地域資源の活用に着目した施策の推進
農林水産省で定められた「食料・農業・農村白書（2009.5）」では，農林水産業を軸とした地場産業を活性化するとともに，技術革新や農商工連携を通じ，潜在的な需要開拓や新たな素材や新商品を開発するなど，農業・農村の6次産業化
についてまとめられています。

[image: image23.emf][image: image24.emf]
[image: image25.emf]
また，総務省の「情報通信白書（2009.7）」においてICT
の利活用により地域の活性化，絆の再生，環境負荷軽減などがもたらされ，持続的な経済成長，競争力の強化に貢献するものとして，産業やサービスにおける情報化の推進について示しています。
このほか，中小企業庁の「中小企業憲章（2010.6）」では，世界的な不況，環境・エネルギー制約，少子高齢化などによる停滞局面において，中小企業がその力と才能を発揮することが，疲弊する地方経済を活気づけ，同時にアジアなどの新興国の成長をも取り込み，日本の新しい未来を切り開く上で不可欠としています。
４．震災からの復旧・復興に関連した施策の推進
経済産業省では，平成２４年度予算案の編成にあたり，我が国の最優先課題である東日本大震災及び原子力災害からの復旧復興を最優先課題として位置づけており，被災した中小企業やサプライチェーン
の立て直し，施設・設備の再建など，総力を挙げて震災からの復興に取り組むとしています。
　また，エネルギー政策の見直しとして，原子力政策の見直し，電力システムの改革，資源・エネルギー安定供給体制の抜本的強化や，持続可能な省エネルギーの実現に向けた取組や再生可能エネルギーの導入を進めるとともに，最適なエネルギー管理を行う「スマートコミュニティ
」などを進め，「安全性」と「安定供給」，「経済効率性」，「環境適合」を確保したエネルギーの新たなベストミックスを構築するとしています。
５．社会経済動向への対応と方向性
○　国内の生産機能が東南アジアへの移転を加速する中で，ものづくり機能の付加価値の高い産業への転換

→　環境・エネルギー，安全・安心，健康など高い成長性や都市の課題解決が期待される産業の重点的な振興が必要です。
　→　これまでの品質管理，業務効率化に加え，多様化・高度化する製品・サービスの提供など新たな産業ニーズやビジネスチャンスに対応していくことが必要です。
→　台頭する東アジア諸都市との機能分担を踏まえ，連携を図りながら国際ビジネスの進展に対応した，ものづくり推進体制の構築が必要です。
○　地域資源の活用と技術・経営革新への対応 
→　新サービス，新事業を創出する起業家育成と中小企業のイノベーションの促進が必要です。
　→　地域が有する資源を知・技術・異業種・異分野等，様々な連携により経営基盤の強化と生産技術の革新や知的財産の保護・活用による付加価値の高い製品開発が必要です。
　→　地域の優れた資源を生かし，国内外に都市の魅力を発信し，人や情報をひきつける産業のブランド化が必要です。
○　労働人口の減少への対応 
→　産業を牽引し，支える人材の確保育成が必要です。
　→　企業経営や生産技術を継承する後継者など，ものづくりの中核的人材の確保・育成が必要です。
　→　若者，女性，高齢者など，多様な人材が活躍できる環境整備が必要です。
第３章　　本市産業の現状
１．本市産業の強み

各産業がバランスよく構成された産業構造
　　平成２０年度の市内総生産額の産業別内訳は，全国の産業構造とほぼ同様に第一次から第三次産業までバランスよく構成されています。
[image: image26.emf][image: image27.emf]
他の中核市との比較では，年間商品販売額，農業算出額について偏差値が６０を超え，極めて高い生産額となっています。
	[image: image28.emf]市　　名
	H20年度市内総生産額　　（百万円）

	宇都宮市
	2,437,182 

	中核市
	岡崎市
	1,416,265
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	1,419,667

	　
	和歌山市
	1,489,824 

	　
	尼崎市
	1,499,034 

	　
	大分市
	2,160,490

	　
	姫路市
	2,254,810 
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市内総生産額は，製造品出荷額の推移と同様の動きを示し，また，製造業は，関連企業の集積により市内総生産額の約２７％を占めていることから，地域経済の牽引役を果たしているといえます。
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ここ数年の市内総生産額の各産業の推移をみると，第一次産業はほぼ横ばい，第二次産業は景気の連動性が高く，第三次産業はサービス業の増加に伴い増加傾向となっています。




次世代モビリティ関連産業
の高い集積
　　　市内における製造業事業所数については，産業の集積状況を表す特化係数
が
０．６１となっており全国平均を下回っている状況です。
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しかし，製造業における産業分類別の事業所特化係数では，航空機部分品・補助装置製造業，精密測定器製造業，農業用機械製造業などの次世代モビリティ関連産業に特化がみられ，技術力の高い中小企業群の存在がみてとれます。



多様な農畜産物の生産
地理的優位性と恵まれた自然環境の中，水稲を基幹作物として，野菜・花き・果樹・畜産など多様な農畜産物を生産し，市内はもとより，県内・首都圏への重要な供給基地となっています。
	農作物
	栽培・肥育面積
（ha）
	生産量
（ t ）
	生産額
（百万円）
	特徴等

	米
	７，２３０
	３６，６００
	７，５００
	・市全体の農業産出額の約4割を占める基幹作物
・肥沃な水田から良質なこしひかりの生産

・ブランド米みやおとめ

	いちご
	３１
	１，４６０
	１，２８０
	・栃木県は，いちごの生産量
日本一
・「とちおとめ」の生産が盛ん

	トマト
	５１
	４，４９０
	１，０８０
	・本市は，全国約2,300市町村で，第22位を誇るトマト一大産地
・プレミアム７がブランド化されている
・作型が多く，周年出荷体制確立

	きゅうり
	２５
	１，１１０
	２１０
	・施設園芸としての歴史が古く高品質生産

	玉ねぎ
	４１
	２，３７０
	１５０
	・鬼怒川沿岸が生産適地

	にら
	１８
	３６９
	１４０
	・宇都宮餃子の食材として産地化

	梨
	２５３
	４，８３０
	１，６５０
	・プレミアム１３やにっこりのなどがブランド化されている
・７月から１２月まで長期出荷体制

	洋蘭
	３．６
	２４１千鉢
	７９０
	・栃木県内の半数近くの洋ラン生産者が本市に集中
・品質は全国でトップクラス

	肉牛
	６７
	１，７７６頭
	７７０
	・黒毛和牛のブランド「宇都宮牛」（昭和５８年に商標登録）



３０市町に及ぶ広大な商圏

平成２１年栃木県地域購買動向調査によると，本市の商圏構成エリア（第一次～第三次商圏）は，３０市町（合併前区分）に及び，商圏内の人口は約１１６万人となっています。

そのうち，吸収人口は約６６万人となっており，本市人口の約１．４４倍であり，県全体の買い物先の約１／３を占めています。



豊富な地域の観光資源

本市には，餃子・カクテル・ジャズや歴史・文化，最近では，サッカー，バスケットボール，サイクルスポーツのプロスポーツなど魅力ある観光資源が多く，こうした地域資源を活用した多彩なイベントの開催により，多くの観光客が来訪しています。
	見　る
	名所旧跡
	二荒山神社，旧篠原家住宅，松が峰教会，羽黒山神社，大谷観音，
長岡百穴

	
	施設
	宇都宮美術館，宇都宮城址公園，宇都宮競輪場，宇都宮動物園，
農林公園ろまんちっく村（平成２４年道の駅登録），上河内地域交流館（梵天の湯）

	
	イベント
	ふるさと宮祭り，宇都宮餃子祭り，梵天祭り，農林業祭，宮の市
ジャパンカップサイクルロードレース，うつのみや花火大会，

宇都宮マラソン大会，百人一首フェスタ，

とちぎ熱気球インターナショナルチャンピオンシップ

	遊　ぶ
	スポーツ
・文化
	栃木SC（サッカー），リンク栃木ブレックス（バスケットボール）
宇都宮ブリッツェン（自転車ロードレース），ジャズ

	食べる
	グルメ
	餃子，カクテル，雷都物語シリーズ，地酒


観光客入込み客数は，平成１６年以降，毎年１千３百万人を上回っており，県内最大の観光地となっています。


多様な教育機関・産業支援機関

　　本市内には，多様な教育機関と産業支援機関が存在し，新技術の開発，優秀な人材の発掘・供給，産学連携の取り組みなど，地域産業の発展を支えています。
＜教育機関＞

■　宇都宮大学
　　　国際学部，教育学部，工学部，農学部

■　宇都宮共和大学
　　　シティライフ学部，子ども生活学部
■　作新学院大学
　　　経営学部，人間文化学部
■　帝京大学　宇都宮キャンパス

　　　経済学部（地域経済学科），理工学部，医療技術学部（柔道整復学科）
■　文星芸術大学
　　　美術学部

■　栃木県立県央産業技術専門校

　　　機械技術科，制御システム科，自動車整備科，建築設備科，情報ネットワーク科
■　栃木県農業大学校

　　　農業経営学科，園芸経営学科，畜産経営学科

■　栃木県立衛生福祉大学校

　　　保健学科，看護学科，歯科衛生学科，歯科技工学科，臨床検査学科
■　宇都宮共同高等産業技術学校
　　　木造建築科，畳科，建築設計科，広告美術科，フラワー装飾科
＜産業支援機関＞

■　（財）栃木県産業振興センター

企業の経営・技術・研究開発・設備資金・情報化・人材育成などを総合的に支援

■　栃木産業技術センター

企業の新技術・新製品開発や技術の高度化を支援する技術開発拠点

■　宇都宮商工会議所

地域の商工業の振興をはじめ，住み良い街づくり・賑わいづくり，地域文化の振興など，行政や地域団体と連携を図り事業を展開

■　宇都宮農業協同組合

地域農業の発展をサポートし，品質の優れた食料の安定供給や安心してゆとりある生活を支援

■　宇都宮ベンチャーズ

新たな事業起こしや企業の新事業への進出を促し，ハード・ソフトの両面から起業家を支援
２．本市産業の弱み

製造業事業所数の減少
　　　本市の製造業事業所数は，昭和６１年をピークに減少傾向となっています。特に，従業者規模別事業所数では，平成２１年における中小規模の事業所が，平成１２年の約76.5％にまで減少しています。

※平成１９年以降は，旧河内町・旧上河内町との合併分を含む。
 





廃業率の高さ
本市における事業所の開業率・廃業率は，全国に比べ高い数値を示していますが，廃業率が開業率を上回っており，事業所の減少に繋がっています。
	
	開業率
	廃業率

	全国
	4.43
	5.68

	宇都宮市
	4.94
	6.03

	１）中核市かつ製造業の集積がある都市

	豊橋市
	3.57
	4.99

	倉敷市
	3.84
	5.12

	岡崎市
	4.12
	5.31

	富山市
	4.17
	5.34


	いわき市
	3.69
	5.38

	福山市
	4.64
	5.42

	和歌山市
	3.65
	5.43

	姫路市
	5.16
	5.69

	相模原市
	5.07
	5.91

	東大阪市
	4.40
	6.16

	大分市
	4.91
	6.32

	尼崎市
	4.49
	6.63

	２）モビリティ産業の集積がある都市

	田原市
	2.75
	3.78

	豊田市
	3.88
	4.77

	鈴鹿市
	4.21
	5.07

	浜松市
	3.77
	5.13

	太田市
	4.43
	5.26

	四日市市
	4.08
	5.33

	狭山市
	5.00
	5.36

	３）産業集積を有する宇都宮周辺市

	鹿沼市
	3.18
	4.80

	真岡市
	5.29
	4.84



景気の影響を受けやすい産業構造
本市は，いわゆる輸出型産業である自動車，電機，精密機器等の機械産業の大企業が立地していることから，事業所数では集積は高くないものの，従業者ベースではこうした輸出型産業のウェイトが高い特徴があります。

このため，日本全体の輸出が好調の時には市内経済も順調に推移する一方，世界経済が停滞し，わが国輸出が不振の場合には市内経済も落ち込みやすく，景気動向に左右されやすい面がありました。近年では，わが国の輸出構造も新興国の影響などにより，これまでとは違う動きが出てきており，こうした景気連動性は弱まっている面もありますが，輸出型産業と内需型産業のバランスにより，景気に左右されない産業構造を目指すことが重要です。

本社機能を有する地場企業
の割合の低さ
本市では，地場産業の割合が，製造業の集積がある都市の中で，相模原市についで低く，本社機能を有する地場企業の立地が少ない状況です。



農業就業人口
の高齢化
　　　本市の経営耕地面積は減少を続けていますが，認定農業者等担い手への集約により，１戸あたり経営面積は増加傾向にあります。しかし，農家人口
の減少に加えて，農業就業人口の高齢化も進行しており，今後状況はますます深刻化することが懸念されます。




小売業事業所数，卸売業従業員数の減少

　　　本市の商業事業所数は，卸売業事業所数と小売業事業所数共に減少傾向にあります。
　　　また，商業従業員数については，卸売業の従業員数の減少が目立つ状況となっています。





中心商業地の空洞化
　　　中心商業地を対象とした商店街通行量実態調査では，昭和５６年の調査開始後，昭和６０年の休日通行量188,645人をピークに減少傾向にあり，平成２３年は，62,853人とピーク時の約33.3％となっています。
　　　かつては休日通行量が平日通行量を上回っていましたが，最近ではほぼ同一となっています。

また，空き店舗数については，平成１７年の調査以降，１００店舗前後で推移していましたが平成２２年，２３年では大幅に増加しています。


有効求人倍率の低位推移
　　本市を含む県央地域の有効求人倍率は，全国的にみても概ね低位で推移しています。
　　県央地域は，市内総生産額において景気との連動性が高い製造業を中心とした第二次産業が盛んなことなどもあり，有効求人倍率の上昇時には国・県よりも高くなり，下降時には国・県よりも低くなると考えられます。




第４章　　本市産業振興上の課題

１．連携による相乗効果，付加価値創出
製造業事業所数の減少，農業就業人口の高齢化，中心商業地の空洞化等，本市が抱える産業上の課題を解決し，さらなる振興を図るためには，企業の持つ技術やシーズ，関係機関の支援機能などを相互に連携し，相乗効果や付加価値を創出する取り組みの展開が必要となります。
２．成長産業の集積・振興，既存産業の持続的な発展

景気の停滞や産業ニーズの多様化への対応が求められる中，外的要因を受けにくい産業構造の構築や内需型産業などの振興により，新たな成長産業分野を中心とした産業クラスターの形成を図るとともに，成長産業分野への対応なども含めた技術力強化や波及効果などによる，既存産業の持続的な発展を支援する施策展開が必要となります。
３．グローバル化を見据えた地域産業の強化

アジアの新興諸国の台頭など国際ビジネス化が急激に進展し，様々な産業分野において市場のグローバル化への対応が求められる中，地域産業においても，海外への事業展開や海外からの受注・誘客などを見据えた施策展開が必要となります。
　　　
４．地域産業の基盤となる人材確保・育成，起業・創業の促進

現下の厳しい雇用環境への対応を図るとともに，労働人口の減少や，加速する少子高齢化社会に対応し，地域産業の基盤となる人材の確保・育成や雇用就労機会の拡大，起業・創業に対する支援策の展開が必要となります。
第５章　　本市の目指す産業都市像

本市の目指す産業都市像は，社会経済状況や本市産業の現状・課題を踏まえた，中・長期的に目指す産業都市としての姿を示したものです。


■１０年後の産業都市イメージ■

· 多くの工業団地の整備，優れた製造業の集積や教育機関・産業支援機関の充実など，企業・技術・人材・資源を最大限に活かした「国際競争力ある都市」
· 活発な次世代モビリティ産業，農・商・工・観の連携，６次産業化の推進など，大・中小企業，農家，商店，観光資源，大学，公的機関等が有機的に連携し，新たな製品やサービスを生み出す「創造力あふれる都市」
· 既存の交通網に加え，茨城空港の開港や北関東自動車道の全線開通による更なる交通利便性を活かした広域観光の推進や，本市の魅力ある伝統技術や新たな文化が融合し，国内外の人々の集客交流を通した「活気ある都市」
· 意欲ある企業，市民の誰もがチャレンジでき，産業の活性化により雇用が守られ，豊かに暮らすことができる「安全安心な都市」
■ビジョン指標■

　　市内総生産額　　２兆４千億円
●　為替の動きやTPPなどの変化要素はありますが，人口減少，少子高齢化等により生産規模は減少するものの，産業振興ビジョン施策を実現することにより，環境・エネルギー産業，健康福祉産業等の新産業分野のプラス成長を見込み，市内総生産額は，２兆４千億円を目指します。

第６章　　４つの基本目標
　第５章で掲げた「地域の力を結集し新たな時代に飛躍する産業都市」の実現に向け，産業振興面から戦略的に推進するため，以下の４つの基本目標を設定します。






イノベーションが期待される産業の育成

ＢＲＩＣｓ
，東アジアの台頭等の海外の発展に加え，国内においては，東日本大震災や近年の円高により，製造業の海外移転が懸念される中，国際競争力を高め，本市産業が力強く発展していくため，モビリティ，環境・エネルギー，健康産業など，今後イノベーションが期待される付加価値の高い産業を重点的に育成します。
また，市内中小企業における国内外の競争力を高めるため，アジアの安価な量産体制や大企業の規模メリットによる低価格製品と一線を画した，独自の技術や知的財産に裏打ちされた高付加価値の製品・技術の研究開発に向け，産産連携，産学官連携など多様な連携を展開するための仕組みづくりを強化し，中小企業のレベルアップを図ります。
安全安心うつのみやブランドの確立
近年の「食」に対する不安や不信感が高まる中，安全で安心できる食料の安定供給が求められるほか，東日本大震災によるサプライチェーンの寸断など，今まで以上に安全で安心できる産業基盤の形成が求められており，災害等に強い産業を創造し，安全で安心できる生産・供給体制の構築により，安全安心うつのみやブランドの確立を目指します。
また，既存の産業や地場産品の育成や掘り起こし，活用策の展開などに取り組み，本市産業の信頼力の確保・強化を図るとともに，地場産業の高いポテンシャルなどの情報を国内外に発信します。
集客交流による魅力の創出
東日本大震災発生による全国的なレジャー活動への手控え感がある中，本市への来訪者が減少しています。本市には，餃子，ジャズ，カクテル，プロスポーツのほか伝統文化，観光資源など，広く国内から集客できる魅力ある地域資源を有しています。

魅力的な都市サービスの提供は，国内外から多くの人々を集客し，裾野の広い観光産業の活性化は，都市の活性化につながります。農・商・工業，文化，スポーツ等の様々な優れた本市の魅力発信を通し，豊かな市民生活の創造と国内外から広く集客し，集客交流をキーワードにした本市の魅力創出に取り組んでいきます。
産学官連携による人材プラットフォームの形成

産業振興を図る上で，とりわけ中小企業において最も重要な経営資源は人材であり，技術・技能を継承していくためには，将来を見据えた人材の育成・確保が重要な課題です。本市には，世界に誇れる先端的企業が多数集積するほか，大学・研究所等に在籍している研究者も多く，多彩な人材が集積し活躍しています。
このような”人財”を生かし，産業界での様々な形態での人材ニーズに対応するため，関係機関との連携を図りながら人材プラットフォームの整備を図るとともに，引き続き新規企業の誘致活動等を進め，雇用機会の拡大を図るほか，若者の就労を支援するジョブカフェ，職業訓練校等と連携した就業支援に努めます。

また，国内外の企業等とのビジネス機会の拡大や集客交流を展開し，地域の技術や製品等を広く情報発信するとともに，ビジネス交流展への出展など商談機会の拡大を図るため，地元企業や大学等と行政が連携し，地域関係機関等の相互の情報交換，人材の交流・マッチングが図れるようワンストップ型の産業支援機能を整備し，地域のあらゆる産業情報の把握・発信と，それを支えるサポート体制の強化に取り組んでいきます。
第７章　　施策の展開と支援体制の形成
１．施策の柱


（モビリティ）
―　モビリティ関連企業の技術革新・研究開発の推進

産学官連携による技術研究を推進します。

・次世代モビリティ産業集積推進事業

・産学官連携推進事業
マッチング・コーディネート機能を強化します。

・大企業と中小企業，また，中小企業同士の産産連携の促進
・技術マッチングや製品共同研究開発の促進
大学や企業の広域的な連携による人材交流等の活性化を促進します。

・幅広い経済・産業活動をより効果的に推進できる多様な連携スタイルの支援強化
（環境・エネルギー）
―　環境・エネルギー関連技術の推進
環境・エネルギーに関連する企業活動を支援します。

・立地企業の設備投資に係る低炭素型設備等の導入促進

・低炭素関連研究開発企業等の政策誘導型の企業誘致
低炭素等の関連技術シーズの製品化・実用化を推進します。

・民間事業者等のノウハウやアイディアなど，協力・連携による低炭素型モデルプロジェクトの創出
・各種プロジェクトの創出に係る国等の大規模資金支援制度等の活用促進
再生可能エネルギーの活用に向けた研究と実用化の推進

・小水力，太陽光等の利活用の研究と実用化推進
バイオマス
タウンの構築
・バイオマス利活用の促進
・菜の花プロジェクトの推進

・耕畜連携モデル事業の推進

・木質バイオマス事業の推進
（各種連携）
―　農・商・工・観の連携による新規参入の推進

産業課題解決型の産業間の連携・協力体制を強化します。

・各産業単体では困難な課題等を解決するため，他産業の技術やサービスのマッチングを推進

　　　　・産業間連携の促進により新事業や新たなビジネスチャンスを創出
―　国際的ビジネス機会の拡充

海外企業との取引を促進するため，ビジネス交流や商談機会を提供します。
・国際的な展示会等への出展の促進
進出先のビジネス環境や人材活用に向けた支援を行います。
・外国人技術者やアジア諸国からの留学生等と中小企業のマッチングの推進

―　地域産業振興のための検討機会の創出・拡充
産学官による意見交換・検討の場の整備により産業施策等の企画・立案に結びつけます。
・次世代モビリティ産業集積推進会議，うつのみやアグリネットワーク等の機能充実
・環境・エネルギー，健康福祉などの成長が期待される産業を中心としたネットワーク化の推進による施策の強化


（食）
―　安全安心な食料・食品の生産・提供体制の整備
市内農畜産物の地産地消による情報発信，販売，流通の拡大を促進します。

・農産物直売所など流通拡大拠点の整備や流通システムの形成
・安全安心の管理システム（品質管理・トレーサビリティ
など）の安全安心の管理システム導入の推進
・農産物の生産コスト低減への取組支援

・環境保全型農業（エコファーマー，有機農業等）の推進
・中央卸売市場の再整備（コールドチェーンの整備等）
（健康福祉）
―　健康福祉関連ビジネスの発掘・創出
農業，商業，工業，観光の各産業分野における健康福祉関連事業との連携による，新たなビジネスの創出できる環境づくりを推進します。

・各産業分野における健康福祉関連事業との連携や新規参入への支援

（中小企業）
―　企業経営における危機管理体制強化
企業の信頼性確保や製品・商品等の安全安心の提供を推進します。

・品質向上に貢献するシステムの導入やセキュリティ強化の促進
災害等によるサプライチェーンの寸断や風評被害などに備えた施策を推進します。
・事業継続性の確保など危機管理体制の強化に係る計画策定やシステム導入の促

　進

―　農畜産物の加工産業の促進，ブランド強化
市内農畜産物を原材料とする市内製造・販売事業者等との連携・協力を推進します。

・商品共同開発の促進
・ＰＲや販路拡大などブランド力の強化推進

―　知的財産を活用した経営支援
中小企業のアイディアやノウハウ，技術などの知的資産の戦略的な活用を推進します。

・（財）栃木県産業振興センター等の各種産業支援機関との連携による経営相談・支援の強化
―　確かな産業基盤の維持・強化
企業が戦略的に事業継続できるよう総合的に支援します。
・既存工業団地の維持・充実

・市内新規立地・既存事業者への補助及び融資
・商工会議所等と連携した相談体制の強化
中小企業，地元商店などにおける円滑な事業承継を促進します。

・技術継承や地域コミュニティとの連携

・親族以外の第三者を含む広い範囲からの後継者発掘の仕組みづくり
（既存・地場産業）
―　地場産品の需要拡大
地場産業・地域資源の国内外への発信・販売を推進します。

・産品や資源の加工力，デザイン力の強化
　　　　・各種出展支援など，地域産業の情報発信の強化
―　農関連ビジネスの発掘・創出
農業と工業分野，商業分野，観光分野との連携を促進します。

・経営力や生産力の向上を図るなど，農業に関連した６次産業化の促進
ユニバーサル農業
の推進

・健康福祉や雇用・就労機会の提供など，誰もが農業に携わることができる環境の形成



（観光）
―　産業観光の推進
本市への観光客などの来訪者を増加させるため，新たな観光サービスを提供する仕組みづくりを展開します。

・本市の多様な産業の観光化（産業ツーリズム）の推進
　　　　・「餃子の街　宇都宮ベジフル街道」など食をテーマとした観光やフードビジネス等の推進
・農業，スポーツ，健康福祉，環境など様々な分野と組み合わせた魅力的な集客の仕組み等の構築
地場産品や伝統工芸の創作など，体験型・参加型観光を促進します。
　　　　・農林公園ろまんちっく村などの活用促進

　　　　・伝統文化の継承
―　インバウンド
等の誘客関連事業の推進
国内外の来訪者の受け入れ体制の整備を推進します。
・国内外の集客力の高いイベントの開催，誘致
・コンベンション等の誘致促進
―　広域観光の推進
周辺自治体との役割分担による観光の推進に係る連携・協力を図ります。
・広域的な連携によるイベントや観光ルートの研究

・広域的な観光モデル等の旅行会社やメディア等へのプロモーションの推進
（集客）
―　都市力を活かしたシティセールスの推進
“まち”の新たな「魅力づくり・イメージ形成」を推進します。

・各種イベントとの連携や来訪者に対するシティセールスの推進

・新たな価値を付加した着地型プロモーションによる宇都宮の魅力発信
食，文化，農業など特色ある資源の観光都市の魅力向上への活用を促進します。
　　　　・餃子祭り，農林業祭などの実施
中心商業地における集客力や利便性の向上を図ります。

　　　　・中心商業地の回遊性や利便性の向上による集客促進のため仕組みの導入
―　観光コンベンション機能の充実
来訪者が楽しみ，快適に過ごすことができる体制・機能の充実を図ります。
　　　　・観光案内機能やコンベンション機能の充実

２．支援体制・仕組みづくり


（人材育成）
―　産業を牽引し，支える人材の確保・育成
高齢化の進展や生産年齢人口
の減少が見込まれる中，地域の人材を確保し，定着させるための施策を展開します。

　　　　・地域企業と地域人材（子ども，学生，留学生など）の交流機会の提供
　　　　・キャリアアップに向けた能力向上支援や中小企業の魅力発信支援
企業等の事業展開に必要となる人材育成の促進・支援を行います。

・産学官連携による産業教育の推進に向けた体制づくり

・大学や試験研究機関の研究者と企業の技術者の研究・技術交流の推進
中小企業，地元商店などにおける円滑な事業承継を促進します。【再掲】
・技術継承や地域コミュニティとの連携
・親族以外の第三者を含む広い範囲からの後継者発掘の仕組みづくり
―　多彩な人材の活躍支援
経験や専門性を活かした活躍の場を提供します。

・中小企業等へのコーディネート機能の強化
・企業経験者等のシニア人材や留学生などの外国人人材の活用促進

農業経営人材の育成
　　　　・商品開発や販路開拓，農業経営の強化や農業技術の高度化推進
（起業支援）
―　起業家教育の推進
新事業や新サービスの創出を目指す人材の総合的，実践的な支援体制の整備を推進します。

　　　　・企業経験者等のシニア世代や学生等の若年者の起業を促すことができる支援体制の整備
起業前，起業後の事業展開において，設備・資金面等の創業支援から経営支援までの一貫した支援体制の整備を推進します。
・インキュベーション
機能や相談窓口機能の強化
・信用保証の新たな仕組みの創設や，ベンチャーキャピタル
や民間資金等による新たな支援の調査研究の推進
（雇用確保・就業支援）
―　成長産業の振興及び誘致による市民の雇用確保
モビリティ産業や福祉産業など雇用波及効果の高い企業の振興及び誘致を推進します。
・市内新規立地・既存事業者への補助及び融資【再掲】
　　　　・誘致企業や既存企業に対するフォローアップ支援の充実

・新たな産業集積の形成に向けた研究

・各産業分野における健康福祉関連事業との連携や新規参入への支援【再掲】
新たな事業の創出を目指すベンチャー企業等の誘致を推進します。
　　　　・Uターン，Jターン，Iターン起業家への補助
―　就労体験機会の提供
若年者の社会人としての基礎的能力の育成や，職業観・勤労観の醸成を図ります。

・地域企業の協力による体験学習等の機会の提供
・新規就農希望者への農業体験機会の提供



―　本市産業の情報発信機能の整備
本市産業の魅力を国内外に発信できる機能整備や，市内事業者等への産業情報の効果的な提供を図ります。

　　　　・各産業支援機関等との情報の共有化や相互の連携強化
・サポート，サービス提供体制のさらなる充実

産業情報発信機能の整備検討

　　　　・地域産業の情報発信・交流機能の整備
相談窓口機能の整備

　　　　・既存の起業・創業相談窓口の充実

―　事業経営や起業など支援機能の整備
起業・創業に関する支援窓口機能の整備に加え，農業，商業，工業の経営等に関する相談機能の充実・強化を図ります。

・各種産業支援機関との連携ネットワークの形成によるワンストップ支援体制の　

　整備

・各種支援メニュー・制度等の情報集約化

・各種相談の受付や連携事業の推進
―　開発プロジェクトの検討
ネットワーク型コンパクトシティ
と連携した開発プロジェクトの展開方策等を検討します。
・まちづくり方針を踏まえ，新たな特性を創造するような民間事業者等からの提案型モデル事業の実現に向けた研究・実証の推進

・国等の資金制度や特区制度等の活用促進

第８章　　戦略プロジェクト
「戦略プロジェクト」とは，ビジョンの目標を達成するために，産業間の連動・連携により取り組むことが効果的な，横断的に実施する施策をプロジェクトとして位置づけたものです。「戦略プロジェクト」では，今後，本市産業の大きな飛躍につながるものや，発展に向けた強固な足がかりを築くことができる新たな施策を中心に，仕組みづくりや実証実験などのフィールド形成を図りながら実現可能性を検証し，本格的な事業化に取り組んでいきます。
　　「戦略プロジェクト」の推進にあたっては，イメージの共有化を図り，施策事業に関わる民間事業者や各種団体等における検討・実施体制の確保，社会経済状況等を勘案し，熟度が高まったものから段階的に実施していきます。
　　「戦略プロジェクト」の設定については，企業経営，生産活動，市民生活の向上や社会的ニーズへの対応に資するテーマ，また，ビジョン施策における産業横断的かつ複合的なテーマを抽出し，“環境・エネルギー戦略プロジェクト”“安全安心戦略プロジェクト”“産業人材育成戦略プロジェクト”の３つを設定しました。















第９章　　実現に向けた推進方策
地域産業の振興を図るためには，広範かつ多岐にわたった産業振興策を展開するとともに，まちづくりなどとの連携を図りながら推進していく必要があります。

このようなことから，地域の産業界，業界団体等と目標の共有化を図り，その実現にあたっては，地域団体や関係組織との連携・協力や役割分担のもと，オール宇都宮で施策の推進に取り組んでいきます。
　　また，施策の推進にあたっては，「選択と集中」により効率的かつ効果的な推進に努めます。

●　選択と集中による施策の推進

本ビジョンに掲げる施策の推進にあたっては，全庁的な政策調整プロセスにおいて，効率的な施策展開を図るとともに，選択と集中により，本市産業の特長を活かしたメリハリある施策の推進を図ります。

●　民間活力の導入及び連携の促進
社会の多様なニーズに柔軟かつ機動的に対応し，産業振興を図っていく上では，民間における経営的な資源やノウハウの活用が特に強く求められます。

　　ビジョンの実現を図るためには，民間活力を積極的導入し，事業を効果的・効率的に企画・運営することができる経営資源やノウハウを有している民間事業者との連携を強化しながら施策の推進を図ります。
●　ビジョン施策の進捗管理
本ビジョンに掲げる施策の進捗管理や評価等については，現在の「うつのみや産業振興懇談会」を「うつのみや産業振興協議会」に組織変更し，意見交換・情報交換を実施し，行政と産業界等の一体的な連携・協力体制により推進します。
●　各種団体等との多様な連携
　　　現在，農業・商業・工業・観光など産業分野の推進においては，関連する地域の産業団体等との連携のもと取り組んでいます。

　　　今後とも，本ビジョンで掲げる各産業分野の横断的な施策の推進に向け，より緊密な連携・協力を図りながら施策の実現に取り組んでいきます。
●　国，県，周辺自治体との連携
　首都圏と東北の中継地点，そして，北関東地域における茨城県・群馬県を結ぶ中間に位置する立地優位性を活かし，広域的な連携・協力による産業振興の推進を図ります。
また，国や県の研究開発資金や各種補助制度・特区制度など，国内外における高度かつ広範な支援内容を，本市施策の推進において効果的に活用できるよう，積極的に情報交換を行うなど強固なネットワークを構築するとともに，経済・産業活動の広域性に対応できるよう周辺自治体との連携を強化します。　

●　商工会議所，商工会，金融機関等との連携・協力

　　効果的，効率的に産業振興施策を推進するためには，商工会議所や金融機関が持つ幅広いノウハウや産業支援機能との連携が非常に重要であり，相互の情報交換等による地域経済・産業の実態把握に基づく施策事業の展開を図ります。

●　大学，研究機関，民間事業者等とのネットワーク強化

　　大学，研究機関，民間事業者が有する専門的なノウハウや技術を活かせるような産学官の継続的ネットワークを形成し，重点産業の育成や科学技術の実用化，産業人材の育成などの取組の推進を図ります。

参考：ビジョン施策の一覧
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	◆再生可能エネルギーの活用に向けた研究と実用化の推進

・小水力，太陽光等の利活用の研究と実用化推進
	
	
	
	

	
	
	◆バイオマスタウンの構築
・バイオマス利活用の促進　

・菜の花プロジェクト，耕畜連携モデル事業，木質バイオマス事業の推進
	
	
	
	

	
	（各種連携）
	
	
	

	
	　農・商・工・観の連携による新規参入の推進
	◆産業課題解決型の産業間の連携・協力体制の強化

・各産業単体では困難な課題等を解決するため，他産業の技術やサービスのマッチングを推進

・産業間連携の促進により新事業や新たなビジネスチャンスを創出
	
	
	
	


	施　　策
	概　　要
	主な連携機関
	スケジュール

	
	
	
	
	ビジョン

	
	
	
	
	前期
	後期

	
	　国際的ビジネス機会の拡充
	◆海外企業との取引を促進するため，ビジネス交流や商談機会を提供

・国際的な展示会等への出展の促進

◆進出先のビジネス環境や人材活用に向けた情報収集等の支援

・外国人技術者やアジア諸国からの留学生等と中小企業のマッチングの推進
	ＪＥＴＲＯ，栃木県，大学，

次世代モビリティ産業集積推進会議
	
	
	

	
	　地域産業振興のための検討機会の創出・拡充
	◆産学官による意見交換・検討の場の整備による産業施策等の企画・立案
・次世代モビリティ産業集積推進会議，うつのみやアグリネットワーク等の機能充実

・環境・エネルギー，健康福祉などの成長が期待される産業を中心としたネットワーク化の推進による施策の強化
	うつのみや産業振興懇談会

次世代モビリティ産業集積推進会議
	
	
	

	安全安心うつのみやブランドの確立
	（食）
	
	
	

	
	　安全安心な食料・食品の生産・提供体制の整備
	◆市内農畜産物の地産地消による情報発信，販売，流通の拡大

・農産物直売所など流通拡大拠点の整備や流通システムの形成

・安全安心の管理システム（品質管理・トレーサビリティなど）の整備推進
・農産物の生産コスト低減への取組支援

・環境保全型農業（エコファーマー，有機農業等）の推進
・中央卸売市場の再整備（コールドチェーンの整備等）
	宇都宮農業協同組合，
栃木県，大学

	
	
	

	
	（健康福祉）

	
	健康福祉関連ビジネスの発掘・創出
	◆農業，商業，工業，観光の各産業分野における健康福祉関連サービスとの連携による，新たなビジネスの創出できる環境づくりを推進

・各産業分野における健康福祉関連事業との連携や新規参入への支援
	宇都宮商工会議所
	
	
	

	
	（中小企業）
	
	
	

	
	　企業経営における危機管理体制の強化
	◆企業の信頼性確保や製品・商品等の安全安心の提供を推進

・品質向上に貢献するシステムの導入促進やセキュリティ強化
	宇都宮商工会議所
宇都宮農業協同組合
	
	
	

	
	
	◆災害等によるサプライチェーンの寸断や風評被害などに備えた施策の推進

・事業継続性の確保など危機管理体制の強化に係る計画策定やシステム導入の促進
	
	
	
	

	
	　農産物の加工産業の促進，ブランド強化
	◆市内農畜産物を原材料とする市内製造・販売事業者等との連携・協力の推進

・商品共同開発の促進　・ＰＲや販路拡大などブランド力の強化
	
	
	
	

	
	　知的財産を活用した経営支援
	◆中小企業のアイディアやノウハウ，技術などの知的資産の戦略的な活用推進

・各種産業支援機関との連携による経営相談・支援の強化
	宇都宮商工会議所
栃木県産業振興センター
	
	
	

	
	　確かな産業基盤の維持・強化
	◆企業が戦略的に事業継続できるよう総合的に支援

・既存工業団地の維持・充実

・市内新規立地・既存事業者への補助及び融資

・商工会議所等と連携した相談体制の強化
	宇都宮商工会議所
	
	
	


	施　　策
	概　　要
	主な連携機関
	スケジュール

	
	
	
	
	ビジョン

	
	
	
	
	前期
	後期

	
	確かな産業基盤の維持・強化
	◆中小企業，地元商店などにおける円滑な事業承継の促進

・技術承継や地域コミュニティとの連携

・親族以外の第三者を含む広い範囲からの後継者発掘の仕組みづくり
	
	
	
	

	
	（既存・地場産業）
	
	
	

	
	　地場産品の需要拡大
	◆地場産業・地域資源の国内外への発信・販売の推進

・産品や資源の加工力，デザイン力の強化
・各種出展支援など，地域産業の情報発信の強化
	大学
	
	
	

	
	　農関連ビジネスの発掘・創出
	◆農業と工業分野，商業分野，観光分野との連携を促進

・経営力や生産力の向上を図るなど，農業に関連した６次産業化の促進
◆ユニバーサル農業の推進

・健康福祉や雇用・就労機会の提供など，誰もが農業に携わることができる環境の形成
	うつのみやアグリネットワーク
	
	
	

	集客交流による魅力の創出
	（観光）
	
	
	

	
	　産業観光の推進
	◆本市への観光客などの来訪者を増加させるため，新たな観光サービスを提供する仕組みづくりを展開

・本市の多様な産業の観光化（産業ツーリズム）の推進
・農業，スポーツ，健康福祉，環境など，様々な分野と組み合わせた魅力的な集客の仕組み等の構築
	旅行会社，民間事業者
各種イベント運営団体
	
	
	

	
	
	◆地場産品や伝統工芸の創作など，体験型・参加型観光の促進
　・農林公園ろまんっちく村などの活用促進
　・伝統文化の継承
	
	
	
	

	
	　インバウンド等の誘客関連事業の推進
	◆国内外の来訪者の受け入れ体制の整備推進

・国内外からの集客力の高いイベントの開催，誘致
・コンベンション等の誘致促進
	観光コンベンション協会，

ホテル旅館協同組合
	
	
	

	
	広域観光の推進
	◆周辺自治体との役割分担による観光の推進に係る連携・協力

・広域的な連携によるイベントの実施や観光ルートの研究

・広域的な観光モデル等の旅行会社やメディア等へのプロモーションの推進
	周辺自治体，旅行会社

観光コンベンション協会
	
	
	

	
	（集客）
	
	
	

	
	都市力を活かしたシティセールスの推進
	◆“まち”の新たな「魅力づくり・イメージ形成」の推進

・各種イベントとの連携や来訪者に対するシティセールスの推進

・新たな価値を付加した着地型プロモーションによる宇都宮の魅力発信
	観光コンベンション協会，

ホテル旅館協同組合
	
	
	


	施　　策
	概　　要
	主な連携機関
	スケジュール

	
	
	
	
	ビジョン

	
	
	
	
	前期
	後期

	
	都市力を活かしたシティセールスの推進
	◆食，文化，農業など特色ある資源を観光都市としての魅力向上への活用促進

・餃子祭り，農林業祭などの実施
	
	
	
	

	
	
	◆中心商業地における集客力や利便性の向上

・中心商業地の回遊性や利便性向上による集客促進の仕組みの導入
	
	
	
	

	
	　観光コンベンション機能の充実
	◆来訪者が楽しみ，快適に過ごすことができる体制・機能の充実

・観光案内機能やコンベンション機能の充実
	観光コンベンション協会，

ホテル旅館協同組合
	
	
	

	◆支援体制・仕組みづくり
	
	
	

	産業を支える人づくり，多彩な人材の活躍支援
	（人材育成）
	
	
	

	
	　産業を牽引し支える人材の確保・育成
	◆高齢化の進展や生産年齢人口の減少が見込まれる中，地域の人材の確保，定着

・地域企業と地域人材（子ども，学生，留学生など）の交流機会の提供
・キャリアアップに向けた能力向上支援や中小企業の魅力発信支援
	次世代モビリティ産業集積推進会議，

商工会議所

	
	
	

	
	
	◆企業等の事業展開に必要となる人材育成の促進・支援

・産学官連携による産業教育の推進に向けた体制づくり
・大学や試験研究機関の研究者と企業の技術者の研究・技術交流の推進
	
	
	
	

	
	
	◆中小企業，地元商店などにおける円滑な事業承継を促進【再掲】
・技術承継や地域コミュニティとの連携
・親族以外の第三者を含む広い範囲からの後継者発掘の仕組みづくり
	
	
	
	

	
	　多彩な人材の活躍支援
	◆経験や専門性を活かした活躍の場を提供

・中小企業等へのコーディネート機能の強化
・企業経験者等のシニア人材や留学生などの外国人人材の活用促進
	民間事業者，大学
宇都宮農業協同組合
	
	
	

	
	
	◆農業経営人材の育成

・商品開発や販路開拓，農業経営の強化や農業技術の高度化推進
	
	
	
	

	
	（起業支援）
	
	
	

	
	　起業家教育の推進
	◆新事業や新サービスの創出を目指す人材の総合的，実践的な支援体制の整備推進

・企業経験者等のシニア世代や学生等の若年者の起業支援
	宇都宮ベンチャーズ，

起業・創業相談窓口
	
	
	


	施　　策
	概　　要
	主な連携機関
	スケジュール

	
	
	
	
	ビジョン

	
	
	
	
	前期
	後期

	
	起業家教育の推進
	◆起業前，起業後の事業展開において，設備・資金面等の創業支援から経営支援までの一貫した支援体制の整備推進

・インキュベーション機能や相談窓口機能の強化
・信用保証の新たな仕組みの創設や，ベンチャーキャピタルや民間資金等による新たな支援の調査研究の推進
	
	
	
	

	
	（雇用確保・就業支援）
	
	
	

	
	成長産業の新興及び誘致による市民の雇用確保
	◆モビリティ産業や成長産業など雇用波及効果の高い新規企業の誘致推進

・市内新規立地・既存事業者への補助及び融資【再掲】，フォローアップ支援の充実
・新たな産業集積の形成に向けた研究
・各産業分野における健康福祉関連事業との連携や新規参入支援【再掲】
◆新たな事業の創出を目指すベンチャー企業等の誘致推進
・Uターン，Jターン，Iターン起業家への補助
	ＵＲ都市機構，金融機関，

宇都宮ベンチャーズ
	
	
	

	
	　就労体験機会の提供
	◆若年者の社会人としての基礎的能力の育成や，職業観・勤労観の醸成

・地域企業の協力による体験学習等の機会の提供
・新規就農希望者への農業体験機会の提供
	地域企業，教育機関，商工会議所，宇都宮農業協同組合
	
	
	

	本市産業の情報発信と，それを支えるサポート体制を強化する
	本市産業の情報発信機能の
整備
	◆本市産業の魅力を国内外に発信できる機能整備や，市内事業者等への効果的な提供
・各産業支援機関等との情報の共有化や相互の連携強化

・サポート，サービス提供体制のさらなる充実
	
	
	
	

	
	
	◆産業情報発信機能の整備検討

・地域産業の情報発信・交流機能の整備検討
	
	
	
	

	
	
	◆相談窓口機能の整備

・既存の起業・創業相談窓口の充実
	
	
	
	

	
	事業経営や起業など支援機能の整備
	◆起業・創業に関する支援窓口機能の整備に加え，農業，商業，工業の経営等に関する相談機能の充実・強化

・各種産業支援機関との連携ネットワークの形成によるワンストップ支援体制の整備

・各種支援メニュー・制度等の情報集約化

・各種相談の受付や連携事業の推進
	各種産業支援機関，団体等

	
	
	

	
	開発プロジェクトの検討
	◆ネットワーク型コンパクトシティと連携した開発プロジェクトの展開方策の検討
・まちづくりの方針を踏まえ，新たな特性を創造するような民間事業者当からの提案型モデル事業の実現に向けた研究・実証の推進
・国等の資金制度や特区制度等の活用促進
	民間事業者
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～　地域の力を結集し　新たな時代に飛躍する　


産業都市の実現に向けて　～








平成２４年３月


宇都宮市





第５次宇都宮市総合計画





産業横断的な取組の促進





[ 関連計画等 ]


工業


○ものづくり産業振興ビジョン


○次世代モビリティ産業集積戦略


農業


○食料・農業・農村基本計画


観光


○都市観光振興プラン　　　など





情報


○地域情報化計画


環境


○環境基本計画


福祉


○やさしさをはぐくむ福祉のまちづくり推進計画　　　　　など





「うつのみや産業振興ビジョン」
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農業者が今後取り組んでみたい「６次産業化」の取組（複数回答）
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資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産資源の持続的利用に関する意識・意向調査」（2011.5）
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平成２０年度市内総生産額の内訳
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資料：市町村民経済計算，市勢要覧
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市内総生産額と製造品出荷額の推移比較





製造品出荷額


（百万円）





市内総生産額


（百万円）
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第一次産業の市内総生産額の推移





第二次産業の市内総生産額の推移
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第三次産業の市内総生産額の推移





資料：市町村民経済計算
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資料：事業所・企業統計





資料：平成１８年栃木農林水産統計年報





＊合併前市町村の区分で吸収人口を算出


＊商圏の算定には以下の条件を設定


　・第一次商圏　購買力の吸収率３０％以上


　・第二次商圏　購買力の吸収率２０％以上３０％未満


　・第三次商圏　購買力の吸収率１０％以上２０％未満








30%以上　　　第一次商圏


20～30%未満　第二次商圏


10～20%未満　第三次商圏


1～10%未満　 影響圏


1%未満





資料：栃木県観光客入込数調査





観光客入込み客数の推移
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事業所数の推移





従業者規模別事業所数の推移
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資料：工業統計調査





資料：事業所・企業統計
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輸出依存型製造業と内需型製造業の特化係数





�





�
地場企業の割合�
�
全国�
71.4％�
�
宇都宮市�
67.7％�
�
栃木県�
69.8％�
�
千葉県�
61.2％�
�
埼玉県�
63.2％�
�
茨城県�
63.3％�
�
神奈川県�
69.0％�
�
群馬県�
72.2％�
�
東京都�
84.4％�
�






資料：事業所・企業統計
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経営耕地面積の推移





�





農家人口の推移





資料：関東農政局宇都宮統計・情報センター


「栃木農林水産統計年報」





商業事業所・従業員数の推移
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資料：商業統計調査





通行量の推移





�





資料：平成23年度　商店街通行量実態調査


資料提供：宇都宮まちづくり推進機構





有効求人倍率の推移
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資料：厚生労働省栃木県労働局





地域の力を結集し


新たな時代に飛躍する


産業都市の実現





イノベーションが


期待される産業の


育成





産学官連携による人材プラットフォームの形成





＋





安全安心うつのみやブランドの確立





集客交流による魅力の創出





１－（１）イノベーションが期待される産業の育成





�





１－（２）安全安心うつのみやブランドの確立
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１－（３）集客交流による魅力の創出





�





２－（１）産業を支える人づくり，多彩な人材の活躍支援





�





２－（２）本市産業の情報発信と，それを支えるサポート体制の強化





�





�





環境・エネルギー戦略プロジェクト





　環境負荷の低減に配慮した産業基盤の形成や技術開発支援を行うとともに，企業，ベンチャー企業，専門コンサルタントなどの民間事業者との連携強化を図り，環境・エネルギーに対する技術やノウハウの蓄積により，環境・エネルギーに関連した様々な新規ビジネスの創出につながる体制を整備します。


　たとえば，工場，住宅，観光・レジャーなどにおける環境負荷の低減モデルの創出や，民間事業者の技術力やノウハウを活かしたモデル事業やシステム，新ビジネスの実用化促進などを支援します。








＜イメージ＞





�





安全安心戦略プロジェクト





事業者，農業者，起業家，市民等が安全安心に仕事や暮らしができる環境整備に向け，災害時等においても，事業や生活などが継続できるよう，各産業における危機管理体制の強化，セキュリティシステムの導入支援を促進するとともに，健康福祉分野における新たなビジネス創出など，市民生活に対するサービスの提供などの充実・支援を図ります。


たとえば，中小企業等のセキュリティ強化や災害時等への危機管理の徹底による安全安心にビジネスを行える環境整備や，農産物の生産・流通管理による，安全安心な食の提供システムの構築，また，中心商業地における利便性の向上などの制度や仕組みづくりを推進します。





＜イメージ＞





�





産業人材育成戦略プロジェクト





地域の産学官が密に連携した産業教育の推進体制整備や，創業から経営までの一貫した支援体制の整備，多様な人材が活躍できる環境整備など，誰もがチャレンジしやすいビジネス環境を整備するとともに，技術・研究者や起業者など多様な“ひと”が本市に集まる仕組みを整備します。


たとえば，小・中学生の職業観や勤労観などの醸成や，高等学校・大学等と企業がタイアップした産業教育の体制を整備します。また，グローバル化への対応や新規起業の掘り起こしなどにより，各産業を担う人材の確保・育成に取り組みます。





＜イメージ＞





�





�








� 環太平洋戦略的経済連携協定


� 所得が1%増加した時、ある費目の支出が何%増加するかを表した指標。


� CO2 1トン当たりに生産された価値。


� グローバルマネジメント，海外市場に精通，海外と高度なビジネスができる人材。


� 第一次産業(生産)，第二次産業(製造・加工等)，第三次産業(販売)を融合させた新たな産業形態。


� Information and Communication Technologyの略で，情報・通信に関連する技術一般の総称。


� 製造した商品が消費者に届くまでの一連の工程。


� 省エネルギーのインフラや次世代送電網（スマートグリッド）などを一括整備する地域。


� 人やモノの移動性を高める手段のこと。本市では，航空宇宙，自動車，ロボット，情報通信の４分野を位置づけている。


� 産業構造がどの分野に偏っているかを表すもの。全国平均を１として比較する。


� 市内に本社を有する企業。


� 自営農業にのみ従事した者，年間労働日数でみて自営農業が多い者。


� 農家を構成する世帯員の総数。


� ブラジル（Brazil），ロシア（Russia），インド（India），中国（China）の４カ国。


� 家畜排せつ物や生ごみ，木くずなどの動植物から生まれた再生可能な有機性資源。


� 生産・流通の履歴を辿ることができること。


� 障がい者など多様な人が従事できる農業。


� 外国人旅行者を自国へ誘致すること。


� 労働力の中核をなす15歳� HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%E4%BB%A5%E4%B8%8A" �以上�65歳� HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%E6%9C%AA%E6%BA%80" �未満�の人口層のこと。


� � HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%E8%A8%AD%E7%AB%8B" �設立�間もない新� HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%E4%BC%81%E6%A5%AD" �企業�を育成すること。


� � HYPERLINK "http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%D9%A5%F3%A5%C1%A5%E3%A1%BC%B4%EB%B6%C8" �ベンチャー企業�に対して� HYPERLINK "http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C5%EA%BB%F1" �投資�を行う� HYPERLINK "http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C5%EA%BB%F1" �投資�事業。もしくは同事業を実施する� HYPERLINK "http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CB%A1%BF%CD" �法人�。


� 市街地の無秩序な拡大を図るのではなく，既存の都市の中心部などを有効に活用し，そこに多様な機能を集積させた都市の形態あるいは，その構築を目指す考え方。
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